
     

向町小だより 

 
             

                向町小だより 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

最上町立向町小学校 

令和６年度学校だより №２ 

令和６年５月２９日 校長室 

 

 

元気に登校  本気で学び  笑顔で下校する  向小っ子 

回 覧 

 ５月２６日、青空の下、運動会を行いました。練習や準備の過程から「全員で創り上げる運動会」を目指してきまし

た。ポスターやポンポン作成など目につきにくいところで地道に仕事をしていた人たちを含めて、５，６年生がリード

したからこそ、１～４年生も本気で取り組むことができましたし、１～４年生がついてきてくれたから５，６年生は計画し

たことを実現することができました。さらに、赤組・白組ともお互いにライバルの存在があったから自分たちの力を発

揮することができました。 また、運動会役員をして下さった保護者の方々、応援して下さった来賓・家族・地域の皆

様に支えられ、運動会が成功したことにも感謝して、閉会式では、全員、清々しい気持ちで「ありがとうございまし

た！」とあいさつしました。 準備・運営・片づけにご協力下さった保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

 

  

 

心を燃やして勝利へ 走れ！行け！最高到達点へ！～運動会～ 
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 リレーの代表選手の走りは圧巻！ 

両組とも、徒競走から

最後のリレーまで、ず

っと選手たちを応援

し続けて運動会を盛

り上げました。 

  

 テーマどおり、心を燃やしてお互いの「やる気」と「元気」を披露した応援合戦 

運動会を終えた子どもたちの振り返りの中では、友達ががんばっていたことやすごいなと思ったところ、上級生を見

てすてきだなと思ったところなどを出し合って、６月の学校生活や来年の運動会への見通しにつなげました。 



児童会総会で話し合った「なかよく楽しい学校」にするために ～全校集会～ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
花壇や畑の整備をしていただきました～ＰＴＡ環境部～ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５月１１日、早朝から PTA 環境部の皆さんに、学年用の花壇と畑

の整備をしていただきました。ありがとうございました。 

 花壇は大小１３箇所あり、土を起こして堆肥を入れ、マルチシート

を張っていただきました。畑は土に堆肥を入れて、混ぜていただき

ましたが、面積が広く、難儀をおかけしました。 

 おかげさまで、きれいな花が咲き、おいしそうな野菜ができる日を

楽しみにこれから各学年で花や野菜の苗植えができます。 

 

 

 

 

 

【お知らせ】  広報もがみ４月号で「最上町子育ち憲章」のポケット版が配付された記事が載っていました。本

校では、学校であらためてじっくり読んだり、活用したりした後に、時期を見て家庭にも持ち帰る機会をと考えておりま

す。ご承知おき下さい。 

５月２３日、友達を傷つける言葉や行動（しね、学校に来るななどと人の目に付くものに書く行為）につい 

て、全校集会で教員みんなで子どもたちの前に立ち、生徒指導主任から話をしました。 

話したことの大まかな内容は以下のとおりです。 

〇友達を傷つける行動はいじめであり、絶対に許されないことです。 

〇みんなに訊きたいこと…今回のことを知った時、「自分は関係ない」「どうでもいい」「大したことじゃない」 

という顔をしている友達はいませんか？全員が「こんなの間違っている」という顔をしていましたか？ 

〇みんなにやってほしいこと…どのクラスも「これって絶対おかしいよね。」と本気で思う雰囲気を作って下 

さい。ごまかしている、心から思っていない人が一人でもいれば、また同じようなことが起きてしまいます。 

 その後、各学級で自分たちの問題として話し合いました。一部ですが、子どもたちの声を載せます。 

◆言われたこと、書かれたことは消えても心は傷つく。学校や友達が、安心なところじゃなくなるなんていや 

だ。紙や机などに文句を書いても何も変えられない。口で言って伝えた方がいい。（文句ではなく。） 

◆ひそひそ話はしない方がいい。 

◆何か困ったことが起きてイライラしてしまった時は、人に話したり、自分のリフレッシュ法をやったりして 

人を傷つける行動にいかないようにする。でも、続けなくては意味がない。 

 今後の対応について、以下のことから始めています。 

※友達との関わり方で望ましくない言葉や行動が子どもたちの中に見られた際には毅然とした態度で指 

導する。また、そのような言動を未然に防ぐためにも、「こういう時はどうする？」「こんなトラブルに 

あった時、どうする方法が最善だろう？」といった起こりうる事例を取り上げて、人との関わり方の練 

習もくり返し積み重ねる。 

※「これくらいならしてもいいだろう」という気持ちがトラブルの一因になるので、学校でのルールを再 

度確認して落ち着いた学校生活を送ることができるようにする。 

※学校の職員全体で、子どもたちの状況に関する情報を共有して、子どもたちの変化に気を配って見守っ 

ていく。「できたこと」はもちろん、「がんばっている」、「がんばろうとしている」などの「努力」も、

見逃さずに認めていく。 

※スクールカウンセラーによるカウンセリングや、気持ちのコントロール・自分の 

思いの伝え方・人との関わり方についての授業を実施する。 

※警察署の生活安全課の方を招いた人権教室を開催する。（上学年対象に６月の予定） 

 

 

 


